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低誘電損失アルミナセラミックス（A995LD)

【電気的特性】

【ノーマルアルミナとA995LDの比較】

●ﾉｰﾏﾙｱﾙﾐﾅ(A995)　◆A995LD
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・A995LDは製造Lotの影響なく10
-3

以下で安定する。
・ﾉｰﾏﾙｱﾙﾐﾅは製造Lotで1～2桁ばらついてしまう。

　プラズマを用いる装置（CVD,エッチャー）において、以下の様な症状にお困りではありませんか？
　　・高出力を掛けないとレートが上がらない。
　　・個々の装置で同じ出力でレートが安定しない。
　　・チューニングに手間が掛かる。
　　・プラズマにムラが出てしまう。
　これらの症状の原因の一つとして、セラミックス部材の高誘電損失と不安定化が考えられます。
　㈱NTKセラテックではプラズマ装置に最適化したセラミックス（A995LD)をご用意しました。
誘電損失を低く安定化することにより、優れた効果を発揮します。
　　・パワーロスを低減することによる省電力化
　　・レートの安定化
　　・チューニングの省力化
　　・プラズマの分散防止
　A995LDを用いることにより装置の省力化に大きく寄与します。
試作なども承りますので是非お試し下さい。

Enabling the next generationChallenge the next generation with ceramics!

この製品仕様及びカタログ値は参考であり、予告なく変更する事があります。
無断ｺﾋﾟｰ･転載禁止


